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             −自分だけの袋をつくろう−
（２）学習内容：学習指導要領上の位置付け
現行学習指導要領
 Ｃ　 快適な衣服と住まい（３）生活に役立つ物の製
作
ア　 布を用いて製作する物を考え、形などを工夫し、
製作計画を立てること。
イ　 手縫いや、ミシンを用いた直線縫いにより目的
に応じた縫い方を考えて製作し、活用できるこ
と。
ウ　 製作に必要な用具の安全な取扱いができるこ
と。 
新学習指導要領
Ｂ 　 衣食住の生活　（５）生活を豊かにするための
布を用いた製作
ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
（ｱ） 製作に必要な材料や手順が分かり、製作計画
について理解すること。
（ｲ） 手縫いやミシン縫いによる目的に応じた縫い
方及び用具の安全な取扱いについて理解し、
適切にできること。
イ　 生活を豊かにするための布を用いた物の製作計
画を考え、製作を工夫すること。
（３）本題材の学習と価値
　本題材は、ミシンを安全に取扱い、直線縫いで入れ
たい物に合った布を用いた袋の製作をする学習であ
る。布を用いた袋は、日常生活で使用することが多く、
子どもたちにとって身近な立体構成の布製品である。
１枚の布を中表にした左右のわきと出し入れ口を縫
い、持ち手を付けることで完成するため、袋の製作は
これまで生活に役立つ布を用いた物の製作で身に付け
た、平面構成の製作に係る知識と技能を活用しながら、
発展的に立体構成の製作に係る基礎的な知識と技能を
身に付けることに適している。
　そして、製作手順が容易で短時間に製作ができるた
め、試しの袋の製作から、実際に自分の布を用いた製
作へと段階的に製作をする中で、自信や見通しをもっ
て製作を進められるよさがある。
　また、ゆとりのもたせ方やミシンを用いた直線縫い
に焦点化できることから、試行を繰り返す中で、布を
用いた袋の製作に必要な知識と技能を身に付けられる
だけでなく、自分で見つけた改善点を次の製作に生か
し、工夫して製作をすることができる。
　さらに、入れる物に合ったゆとりのもたせ方を考え
る必要性が生まれ、自分で大きさや形を自由に選択し
て、製作をすることができるため、製作の楽しさを感
じることができる。
　試しの袋の製作に用いる不織布は、丈夫で柔らかさ
があり、子どもにとって扱いやすいものである。また、
折ったりクリップで留めたりするだけで袋状になるた
め、物を出し入れしながら活用する場面を試すことが
でき、ゆとりの必要性を、実感を伴って理解すること
ができる。
　自ら製作をした袋を学校や家庭で実際に活用するこ
とは、その喜びや楽しさを感じ、生活に役立つ布を用
いた物の製作をする意欲を、さらに高めることにつな
がる。また、活用後に仕上がりや実際の使いやすさを
振り返ることは、生活の中で用途に応じて布製品を選
択する際の着眼点を養うことにつながる。
　
３．指導計画
　目標及び評価規準、指導計画については、表１のと
おりである。
４．学びの実際
（１）「見つめる・つかむ」過程における学び
　題材の導入で、子どもたちは布を用いた物の製作に
ついて話し合い、「５年生で製作したエプロンよりも
難しい物に挑戦したい」「エプロンと同じように、普
段使える物を製作したい」など、製作してみたい物を
発言した。
　その後、５年生では平面構成のエプロンを製作した
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ので、６年生では立体構成の袋を製作することを教師
が伝え、子どもたちはタブレットの大きさに合った見
本の袋を観察した。そして、袋の製作について一人一
人が疑問点や調べたいことを記述した。
　例えば、「ちょうどよい袋の大きさの決め方はどう
するのか」「入れる物よりもどのくらい袋を大きくす
るとちょうどよいのか」などの袋の大きさに関するこ
と、「どうやってぬっていくのか」「平面の布がどうやっ
たら立体になるのか」などの縫い方や手順に関するこ
と、「製作に適した布の種類は」「ひもの長さはどのく
らい」などの材料に関することなど、様々な記述がみ
られた。
　記述後、学級全体で話し合い、袋の製作に関わる問
いを基に、課題「物を出し入れしやすく、入れたい物
に合った袋をつくるには、どのようなことができれば
よいのだろう。」をつかんでいった。
　第２時は、入れたい物に合った袋の製作計画を立て
たり、試しの袋を製作してから、実際に自分の布を用
いた製作へと段階的に製作を進めるという見通しを
もったりした。なお、子どもたちが話し合いで立てた
製作計画は図１の通りである。この製作計画は全員に
共通する大まかな流れであり、子どもたちは自分なり
の工夫によって、自分の製作に必要な手順を加えなが
ら、個々の製作計画を立てた。
（２）「追究する」過程における学び
　第３時は、図２に示す不織布とクリップを用いて試
しの袋を製作し、入れたい物の出し入れを繰り返し試
行した。
表１　題材の指導計画（全９時間）
153
中里真一・小林陽子・前田亜紀子
　不織布は、子どもたちの入れたい物の大きさに対応
できるよう、縦×横の長さが、55×40cm（新聞紙約
1/2のサイズ）、55×70cm（新聞紙１枚よりも横が約
10cm短い）、70×80cm（新聞紙１枚よりも縦が約
15cm長い）の３種類を用意した。
　袋の製作では、中表にすることを子どもたちに理解
させる必要がある。そこで、縦横の１辺に２cmの縫
いしろを示すマスキングテープを貼り付け（図２の紫
色の部分）、マスキングテープが貼ってある側を裏と
した。
　また、マスキングテープを２辺だけ貼ることで、子
どもたちはマスキングテープのない２辺を折り返しな
がら、袋の大きさを決めていくことができるようにし
た。
　この際、実際の布を使用するときと同じように、不
織布も無駄にしないよう中央を使うのではなく、端か
ら使うことや、クリップの留め方は、まち針と同じよ
うに、両端を留めてから中央を留めることなど、５年
生の製作で身に付けた知識や技能を確認できるよう指
導した。
　そして、図３のように、自分で入れたい物の出し入
れを繰り返し試行し、図４のように、入れる物の種類
が同じペアで互いの入れたい物の出し入れを試行し、
評価を伝え合った。
　子どもたちは、自分ではちょうどよいと思っても、
友達から「出し入れのたびにひっかかるから、少し大
きくした方がいいのではないかな」「その大きさでは、
すかすかしすぎていて中に入れた物が動いてしまう
図１　話し合いで立てた製作計画
図２　試しの袋の製作に用いた不織布とクリップ
図３　入れたい物の出し入れを自分で試行する様子 図４　ペアで出し入れを試行する様子
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よ」などの評価があることで、繰り返し袋の大きさや
必要なゆとりを検討した。
　このように、子どもたちは協働的に問題解決を図っ
ていった。そして、繰り返し試行したことを基に決め
た袋のできあがりの大きさと、必要なぬいしろの長さ
を図５のように、学習プリントに記述し、次時までに
用意する布の量を明らかにした。
　第４時では、試しの袋を型紙にして自分で用意した
布にしるしを付け、布を裁った。布端の処理をするた
めに、第５時までの間に、子どもたちが裁った布に教
師がロックミシンをかけた。
　第５〜８時では、不織布で縫う位置や縫い方を試し
てから、実際に自分の布を縫うように段階的に製作を
進めることで、子どもたちは見通しをもちながら製作
を進めた。また、試しの袋を縫うことで気が付いたこ
とや改善点を実際の自分の布を用いた製作に生かしな
がら製作を進めた。
　図６は、底面（マチ）をつけたい子どもが、試しの
袋で底の角を４㎝縫うことで、底面の大きさを検討し
た結果、もう少し底面を大きくしたいということで、
実際の自分の布を用いた袋では、底の角を５㎝縫った
作品である。
　製作後の子どもたちの感想は、表２の通りである。
表２　製作後の子どもたちの感想（一部）
・自分が入れたい物の大きさに合ったバッグを探し
て買うのは難しいが、自分で大きさをはかったり、
ゆとりを考えたりすることで、ちょうどよい自分
が使いたいバッグを作ることができる。
・自分の好みの布で製作したので、ずっと使いたい。
大切にしたい。糸がほどけたりしたら、ちゃんと
ぬい直したい。
・試しの袋でゆとりをじっくりと考えたから、ゆる
すぎず、きつすぎず、自分が入れたい物にちょう
どぴったりでうれしい。
・５年生の時は平面の作品だったけど、今回バッグ
をつくってみて、平面の布から立体のものがつく
れて感激した。
・できあがったバッグを早速家族に見せたら、「と
てもいいものができたね」と言われてとてもうれ
しかった。
・試しの袋を先にぬってから、自分の布をぬえたの
で、実際の布の方はほとんど失敗しないでぬえた。
・マチのつくりかたやひもの付ける位置などを、試
しの袋で試せたので、自分が本当に使いたいバッ
グをこだわって作ることができた。もし、自分の
布で試していたら、何度もやり直してきれいにで
きあがらなかったと思う。
・同じことを繰り返しやったから、バッグのつくり
かたがよくわかった。ミシンの使い方も前よりも
上手になったように思う。
（３）「まとめる・広げる」過程における学び
　第９時では、製作した袋を実際に家庭や学校で使用
したことや、布を用いて他の物を製作したことについ
て話し合った。その中で、「自分の好みに合わせて工
図５　ワークシート例
図６　完成したバッグ
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夫して作った袋なので、毎日使用している」「休みの
日に出かけるときは、いつもこの袋をもっていく」な
どの発言がみられた。
　さらに、「お家の人がとても上手に出来上がったね
と褒めてくれた」「妹がつくって欲しいと言ってきた」
などの、家族の反応についての発言もみられた。そし
て、「家でもミシンを用いて製作をしたいので、ミシ
ンや布の購入を親にお願いした」「今度おばあちゃん
と一緒に布を買いに行って、違う形の袋を作る」など、
今後の製作についての発言もみられた。
５．おわりに
　袋の大きさを決めるため、新聞紙をテープやステイ
プラ−で留めて試しの袋を製作し、袋の大きさを決め
る方法も考えられるが、家庭科の学習指導要領解説に
は、紙などの他の材料と布との扱いの違いや特性を知
り、布の使い方を考えることが配慮事項として掲げら
れている10）。そこで今回の実践では、試行したことを
評価し、改善してまた試行することを繰り返せるよう、
取り外しが可能なクリップを使用した。また、試しの
袋を実際にミシンで縫いながら作品として仕上げるた
めに、不織布を使用した。これは、実践的・体験的な
活動を通して、課題の解決に向けて友達と協働しなが
ら、入れたい物の大きさにあった袋の大きさを考えた
り、改善点を次の製作に生かしていく上で有効であっ
たと考える。
　さらに、試しの袋の製作から、実際に自分の布を用
いた製作へと段階的に製作を進めることは、子どもた
ちが自信や見通しをもって製作を進めるだけでなく、
製作に必要な知識を深めたり、技能を高めたりする上
でも有効であったと考える。完成したバッグや製作後
の感想から、製品選択に関する視点が広がったこと、
生活の中で実践する意識が高まったことが読みとれ、
協働的問題解決を取りいれた布を用いたものづくり学
習における一定の成果が得られたといえよう。
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